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紅屋屋敷跡 

筒井池北東の一面は、江戸幕府から特権的な酒造りを許された豪商・紅屋（べにや）

（清水家）の屋敷が占めていました。江戸時代の地図を現代の街区に重ねると、敷地外

周は約３００ｍ、面積は約 5,000 ㎡になります。（地元の方は、紅屋屋敷は、3,000 坪と

言います） 

「富田東岡宿絵図」には、周りの屋敷よりもひと際大きく、瓦葺・入母屋造の屋敷が描

かれています。富田を訪れた儒学者・貝原益軒は、著書「有馬山温泉記」の中で「瓦屋

いらかをならべ作りかさねて、大なる事山のごとし、目をおどろかす」と、その大きさを表

現しています。                平成 26年 3月 高槻市教育委員会 

※ 紅屋は、徳川びいきで大阪城より追われて、紅屋が大樽に隠し、助けたので、一

通の書付をもらい、もし徳川が天下をとった時、この書を持って来ること。 

大名の位をあげると言われたが断り、酒の総元締めを下さい。酒造りする方は、紅

屋の印がいる様に。 

※ この清水家は屋号を紅屋といい、近世初頭より酒造業を営んでおり、延宝６年

（1678年）改めの酒造株は富田村でもとびぬけて 2,000石の株高を所持していた。 

清水株と呼ばれる酒造の由緒株の特権を得てその株を灘や西宮に貸し出し富を

得、筒井池を紅屋池と呼ぶほどに栄華を極めた。 

また高槻藩の金蔵と呼ばれ、藩の財政を支えた。東岡の西にある清蓮寺は清水家

の菩提寺である。 

※ 紅屋の南側には、筒井池の排水路が有って日野川へ合流していました。 


